
一

は
じ
め
に

近
世
期
に
お
い
て
出
版
技
術
が
著
し
く
向
上
し
大
量
の
印
刷
物
が
商
品
と

し
て
世
に
出
回
る
に
伴
い
、
出
版
文
化
の
進
展
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
近
世
期
出
版
物
の
中
に
、
多
く
の
実
用
書
や

知
識
書
な
ど
、
板
元
の
企
画
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
書
物
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
。
近
年
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
近
世
期
の
世

相
、
風
俗
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
近
世
文
芸
全
般
を
研
究
す

る
上
で
必
読
の
資
料
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
書
物
と
中
国
日
用
類
書
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

(

１)

二

研
究
史

生
活
に
お
い
て
役
立
つ
知
識
を
情
報
と
し
て
読
者
に
提
供
す
る
こ
れ
ら
の

書
物
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
ま
ず
中
国
に
お
い
て
の
類
書
が
起
源
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
類
書
と
は
ど
の
よ
う
な
書
物
で
あ
る
か
。

杤
尾
武

｢

類
書
の
研
究
所
説｣

(

２)

に
お
い
て
類
書
の
定
義
を

『

四
庫
全
書』

の

解
読
書

『

四
庫
全
書
総
目
提
要』

(

一
七
八
二
年)

の
序
か
ら
栃
尾
氏
が
翻

訳
し
た
も
の
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

�
類
書
の
始
め
は
皇
覧
で
あ
る

�
類
書
は
経
・
史
・
子
・
集
に
ま
た
が
る
著
作
か
ら
、
類
に
従
っ
て
文

例
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る

�
弊
害
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
故
事
の
検
索
や
本

の
注
釈
に
役
立
つ
た
め
の
文
範
で
あ
る

�
類
書
の
お
か
げ
で
散
佚
し
た
古
い
文
章
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

�
弊
害
と
し
て
安
易
無
批
判
に
文
章
の
孫
引
き
を
し
た
り
、
そ
の
た
め

堅
実
な
学
問
を
し
な
く
な
る

ま
た
酒
井
忠
夫

｢

明
代
の
日
用
類
書
と
庶
民
教
育｣

(

３)

に
も
、
類
書
と
は

｢

中
国
の
伝
統
的
な
書
物
の
分
類
法
か
ら
す
れ
ば
、
経
、
史
、
子
、
集
、
何

れ
の
部
に
も
属
せ
ず
、
し
か
も
経
、
史
、
子
、
集
、
何
れ
の
部
も
兼
収
し
た

内
容
の
書
物
で
あ
る
。
…
中
略
…
類
書
と
は
、
特
定
の
目
的
の
為
に
そ
の
目

的
に
そ
う
知
識
を
網
羅
的
に
得
る
た
め
に
、
そ
れ
に
関
す
る
事
文
並
知
識
を

古
書
類
及
び
伝
註
よ
り
広
般
且
つ
残
す
と
こ
ろ
な
く
蒐
輯
し
、
そ
れ
を
体
系

的
な
門
類
に
分
か
っ
て
整
然
と
配
列
し
、
操
觚
者
に
検
尋
参
照
を
容
易
な
ら

し
め
る
よ
う
に
、
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
一
般
的
に
考
え
て
、
類
書
は

所
謂
百
科
全
書
に
ち
か
い
も
の
、
百
科
事
典
か
辞
典
に
ち
か
い
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う｣
と
、
類
書
の
も
つ
性
格
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
類
書
の
形
式
に
、
日
用
的
な
要
素
を
加
え
た
実
用
書
や
日
用

知
識
書
と
い
っ
た
も
の
が
、
元
か
ら
明
清
代
と
中
国
の
主
に
建
南
、
福
建
県

に
お
い
て
活
発
に
出
版
さ
れ
た
。
中
国
文
学
の
研
究
者
は
こ
れ
ら
の
書
物
を

｢

日
用
類
書｣
と
命
名
し
た
。
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
長
い
間
、｢

日
用
百
科

全
書｣

｢

通
俗
的
日
用
類
書｣

な
ど
様
々
な
呼
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、

こ
こ
数
年
で

｢

日
用
類
書｣

と
定
着
し
た
よ
う
に
思
う
。
中
国
に
お
け
る
実

用
書
を
こ
の
よ
う
に
日
用
類
書
と
命
名
す
る
こ
と
を
方
向
付
け
た
著
作
が
小

川
陽
一

『

日
用
類
書
に
よ
る
明
清
小
説
の
研
究』

(

４)

で
あ
る
。｢

宋
元
の
こ
ろ

か
ら
は
、
次
第
に
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
を
取
り
入
れ
た
類
書
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
代
末
期
に
は
、
日
常
生
活
の
万
般
に
わ
た
る
手
引
書

と
な
る
こ
と
を
意
図
し
た
類
書
が
各
種
出
現
し
た
。『

万
宝
全
書』

『

不
求
人』

な
ど
と
称
さ
れ
た
書
が
そ
れ
で
あ
る｣

と
の
紹
介
が
あ
る
。
こ
の
著
作
の
中

で
氏
が
金
瓶
梅
と
日
用
類
書
の
関
わ
り
を
示
し
た
こ
と
で
、
日
用
類
書
が
当

時
の
社
会
生
活
を
写
し
出
し
た
資
料
で
あ
り
、
当
時
の
文
学
や
社
会
を
理
解

す
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
日
用
類
書
が
注
目
を
集
め

た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
九
九
九
年
に
酒
井
忠
夫
監
修

『

中
国
日
用
類
書
集
成』
第
一
巻

(

汲
古
書
院)

が
出
始
め
る
。
こ
の
集
成
は
十
四
巻
か
ら
成
り
、
明
代
に
刊

行
さ
れ
日
本
に
渡
来
し
た
中
国
日
用
類
書
の
影
印
を
載
せ
、
二
〇
〇
四
年
九

月
に
全
巻
の
発
刊
を
終
え
た
。
酒
井
忠
夫

｢

序
言｣

に
よ
れ
ば

｢

こ
の
種
の

通
俗
的
類
書
の
内
容
は
、
庶
民
の
日
常
生
活
に
通
用
し
た
事
項
事
文
か
ら
成
っ

て
い
る
の
で

(

人
倫
日
用
な
ど

｢

日
用｣

の
用
語
も
見
ら
れ
る)

、
中
国
人

の
用
語｢

類
書｣

を
合
せ
て｢

日
用
類
書｣

と
自
然
に
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た｣
(

４)

と
あ
り
、｢

日
用
類
書｣

の
用
語
の
定
着
を
促
し
た
。

｢

日
用
類
書｣

の
特
徴
を
各
論
文
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。｢

総
轄
的
事
文

の
類
書｣

｢

各
階
層
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
る
日
常
生
活
的
事
文
の
多
い
通
俗

的
な
類
書｣

(

５)

(

以
上
、
坂
出
祥
伸)

、｢

此
等
讀
物�
在
明
時
蓋
極
普
通
。
諸

體
小
説
之
外�
間
遺
書
翰�
詩
話�
瑣
記�
笑
林�
用
意
在
雅
俗
共
賞
。

(

６)｣

｢

上
層
所
収�
多
雜
採
廣
記
所
引
及
元
以
来
之
文
言
傳
奇
。
下
則
明
人
詩
詞

散
文
相
間
之
通
行
小
説
。

(

７)｣
(

以
上
、
孫
楷
第)

(

８)

、｢

図
板
が
多
い
の
と
、
版
面

を
上
下
二
層
に
分
割
す
る｣

(

９)

(

尾
崎
勤)

、｢

天
下
四
民
の
利
用
、
便
観
に
資

す
る
た
め
に
、
百
家
の
衆
技
の
正
な
る
も
の
を
集
め
…
机
上
山
積
み
の
諸
書

を
精
読
す
る
ま
で
も
な
く
、
本
書
を
開
け
ば
袋
の
中
の
物
を
探
す
よ
う
に
容

易
で
あ
る｣

(�)
(『

五
車
拔
錦』

小
川
陽
一
に
よ
る
序
文
翻
訳
よ
り)

と
あ
る
。

｢

日
用
類
書｣

の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
内
容
的
な
面
で
は
雅
俗
に
関
わ
ら

ず
四
民
を
対
象
に
総
括
的
な
事
文
を
掲
載
し
た
検
索
し
や
す
い
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
で
あ
り
、
形
式
的
な
面
で
は
形
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
図
版
を
入
れ
な

が
ら
必
要
に
応
じ
て
独
立
し
た
上
下
二
層

(

時
と
し
て
三
層)

に
分
か
れ
る

場
合
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
る
か
。
ま
ず
類
書
全
体
を
み
た
と
き
中
国
の

故
事
が
原
漢
籍
か
ら
で
は
な
く
、
類
書
を
媒
介
と
し
て
江
戸
時
代
の
文
芸
作

品
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
し
て
、
中
国
の
類
書
、
ま
た
そ
れ
を
扱
い
や
す
く

一
層
簡
便
に
し
た

｢

和
製
類
書｣

の
存
在
に
注
目
し
た
も
の
が
神
谷
勝
広
編

江
戸
怪
異
綺
想
文
芸
体
系
３

『

和
製
類
書
集』

(

高
田
衛
監
修
、
二
〇
〇
一

年
十
二
月)

で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
主
に
故
事
を
中

心
に
扱
っ
た
書
物
で
、
孫
楷
第
に
よ
っ
て
中
国
小
説
の
種
本
と
し
て

｢

通
俗

類
書｣
と
命
名
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
に
中
国

｢

日
用｣

類
書
が
少
な
か
ら
ず
輸
入
さ
れ
、
そ
の
う

ち
の
何
点
か
は
現
在
ま
で
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
、
坂
出
祥
伸

｢

明
代

｢

日

用
類
書｣

醫
學
門
に
つ
い
て｣

(�)
や
、
前
出
し
た

『

中
国
日
用
類
書
集
成』

に
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て
確
認
で
き
る
。
小
川
陽
一

『

五
車
拔
錦』

(『

中
国
日
用
類
書
集
成』

第
一

巻
、
二
〇
〇
四
年)

｢

解
題｣

に
も
わ
が
国
に
現
存
す
る
明
代
日
用
類
書
は

二
十
数
種
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
日
用
類
書
と
い
う
生

活
知
識
・
情
報
を
本
に
ま
と
め
て
読
者
に
提
供
す
る
と
い
っ
た
明
確
な
意
図

を
持
つ
書
物
が
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
日
本
に
存
在
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
江
戸
時
代
の
早
い
時
期
か
ら
、
日
本
人
に
よ
る
日
本
の
生
活
情
報
を

掲
載
し
た
書
物
、
つ
ま
り
和
製
日
用
類
書
が
出
板
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
日
本
の
文
芸
と
中
国
の
日
用
類
書
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
研
究
に
徳
田

武

『

近
世
近
代
小
説
と
中
国
白
話
文
学』

(�)
が
あ
る
。
そ
の
第
二
章
に
近
世
期

に
お
け
る
中
国
故
事
集
と
本
邦
故
事
集
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

｢

明
刊
本
が
多
く
渡
来
し
て
邦
人
を
啓
発
し
、
忠
孝
が
封
建
制
維
持
の
た
め

の
道
徳
と
し
て
鼓
吹
さ
れ
、
唐
土
の
故
事
集
に
対
抗
す
る
も
の
を
作
ろ
う
、

と
い
う
三
要
素
が
統
合
さ
れ
て
、
本
邦
の
近
世
に
お
け
る
故
事
集
盛
行
の
基

盤
と
な
っ
た｣

と
、
本
邦
の
故
事
集
が
明
代
の
故
事
集
に
触
発
さ
れ
て
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
明
の
書
物
に
影
響
を

受
け
た
も
の
は
文
芸
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
類
書
の
特
徴
を
持
ち
日
本
で
刊
行
さ
れ
、
主
に
日
用
知
識
を
情
報

と
し
て
扱
っ
た
和
製
日
用
類
書
に
は
ど
の
よ
う
な
書
物
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
実
用
書
の
類
は
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら

は
書
名
や
大
き
さ
な
ど
と
い
っ
た
書
誌
的
な
項
目
に
系
統
立
て
て
み
る
こ
と

が
大
変
困
難
で
あ
る
た
め
、
分
類
し
て
の
研
究
が
大
変
難
し
か
っ
た
。
し
か

し
、
あ
る
一
定
の
名
称
を
持
つ
日
用
類
書
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く

る
。
書
名
の
中
に

｢

重
宝
記｣

｢

萬
寳｣

｢

大
雑
書｣

(�)

等
と
い
っ
た
語
句
を
入

れ
て
い
る
日
用
類
書
で
あ
る
。
特
に
重
宝
記
は
書
名
に
そ
の
内
容
を
明
記
し

て
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ら
を
個
々
に
紹
介
、
研
究
す
る
と
い
う
こ

と
は
多
分
野
に
お
い
て
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
一
九
七
九
年
か
ら
勉
誠
社

よ
り
近
世
文
学
資
料
類
従
参
考
文
献
編

『

重
宝
記
集』

が
出
て
か
ら
は
、
よ

り
身
近
に
近
世
期
の
日
用
類
書
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
元
禄
期
に
刊
行
さ
れ
た
重
宝
記
と
そ
の
関
連
書
物
が
中
心
で
あ
り
、

日
用
類
書
全
体
と
し
て
考
え
れ
ば
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

重
宝
記
の
研
究
は
、
作
者
像
を
探
る
研
究
が
最
も
早
い
。
一
九
三
〇
年
、

大
田
栄
太
郎

｢

重
宝
記
類
と
苗
村
丈
伯

(

道
益)

―
武
家
重
宝
記
の
発
見
な

ど
―｣

(�)
｢

苗
村
丈
伯
の
略
伝

附

男
重
宝
記
と
浮
世
鏡
と
の
比
較｣

(�)

な
ど

に
よ
れ
ば
、
井
上
和
雄

｢

元
禄
版

｢

女
重
宝
記｣

(�)｣
(

一
九
一
六
年)

に
お
い

て
、｢

男
重
宝
記｣

の
作
者

｢

艸
田
寸
木
子｣

は
、｢

女
重
宝
記｣

の
作
者

｢

苗
村
丈
伯｣

の
姓
苗
村
を
指
す
た
め
、
両
重
宝
記
は
同
一
の
人
物
の
作
で

あ
る
、
と
す
る
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
他
に
も
重
宝
記
の
影
印
、
詳
細
な
検

証
と
解
説
を
刊
行
し
た
も
の
と
し
て
、
大
島
建
彦
編

『

江
戸
神
仏
願
懸
重
宝

記』
(

一
九
八
七
年)

、
加
藤
安
雄
解
題

『

庶
民
生
活
資
料
集
成』

｢

紙
漉
重

宝
記｣

な
ど
が
あ
る
。
重
宝
記
の
典
拠
研
究
と
し
て
和
田
恭
幸

｢

職
業
と
物

の
由
来
譚
―

『

人
倫
訓
蒙
図
彙』

お
よ
び

『

人
倫
重
宝
記』

の
典
拠
―｣

(

一
九
九
六
年)

(�)
、
山
下
琢
巳

｢

高
井
蘭
山
編

『

女
重
宝
記』

所
載

〈

胎
内
十

月
の
図〉

考｣
(

二
〇
〇
三
年)

(�)

、
諸
本
調
査
・
研
究
と
し
て
長
友
千
代
治

｢

重
宝
記
の
源
流
―

『

家
内
重
宝
記』

と

『

昼
夜
重
宝
記』

―｣
(

二
〇
〇
二

年)
(�)

が
挙
げ
ら
れ
る
。

鈴
木
俊
幸
編

『

近
世
書
籍
研
究
文
献
目
録』

(

一
九
九
七
年)

の
中
で

｢

各
文
献
に
分
類
を
施
し
整
理
し
て
あ
る｣

(�)

が
、
そ
の
十
二
章

｢

板
本｣

の

中
の
一
節
と
し
て

｢

重
宝
記｣

が
見
ら
れ
る
。
他
に
も

｢

教
育
関
係
書｣

｢

叢
書｣

｢

雑
書｣
な
ど
の
節
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
用
類
書
と
し
て

の
分
類
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
日
用
類
書
の
中
の
一

―��―

�������



書
で
あ
る
重
宝
記
が
、｢

重
宝
記｣

と
し
て
の
枠
を
持
っ
て
研
究
さ
れ
得
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
重
宝
記
を
各
々
別
個
に
見
て
い
く
の
で
は
な
く
、

｢

重
宝
記｣
と
し
て
の
流
れ
の
中
で
一
書
毎
に
捉
え
る
考
え
方
を
初
め
て
行
っ

た
の
は
、
長
友
千
代
治

『

江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書』

(�)

で
あ
る
。
長
友
氏
は

各
地
に
散
ら
ば
る
膨
大
な
量
の
重
宝
記
を
調
査
し
、
そ
の
書
名
と
で
き
う
る

限
り
の
書
誌
情
報
を
掲
載
し
た

｢

重
宝
記
年
表
稿｣

(�)
を
出
し
た
。
二
〇
〇
四

年
に
は
臨
川
書
店
よ
り
同
氏
監
修
の

『

重
宝
記
資
料
集
成』

(�)

が
発
刊
さ
れ
始

め
た
。
以
降
の
続
刊
が
待
た
れ
る
。

三

和
製
日
用
類
書
―
重
宝
記
―

和
製
日
用
類
書
の
例
と
し
て｢

重
宝
記｣
と｢
万
宝｣

を
例
に
あ
げ
た
い
。

大
き
な
分
類
と
し
て

｢

重
宝
記｣

｢

万
宝｣
と
本
稿
で
は
呼
ぶ
が
、
重
宝

記
も
万
宝
も
単
独
の
書
物
の
名
前
で
は
な
く
、
重
宝
記
は

『

家
内
重
宝
記』

『

女
重
宝
記』

と
い
っ
た
よ
う
に

｢

〜
重
宝
記｣

と
書
名
の
一
部
か
ら
の
呼

称
で
あ
り
、｢

万
宝｣

も
日
本
に
お
い
て
は『

万
宝
大
雑
書』

『
万
宝
知
恵
袋』

と
い
っ
た
よ
う
に
日
用
類
書
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
書
物
に
お
い
て
そ
の

書
名
の
一
部
に
使
わ
れ
た
語
句
で
あ
る
。
重
宝
記
と
万
宝
に
つ
い
て
は
梅
園

堂

(

都
の
錦)

『

元
禄
大
平
記』

(

京
青
山
為
兵
衛
板
、
元
禄
十
五
年
刊)
に

次
の
よ
う
な
場
面
が
出
て
く
る
。

(

京
の
本
屋)

当
世
は
た
だ
堅
い
書
物
を
取
り
置
き
て
、
あ
き
な
い

の
勝
手
に
は
、
好
色
本
か
重
宝
記
の
類
が
ま
し
じ
ゃ

と
い
え
ば
、

(

大
坂
の
本
屋)

お
し
ゃ
れ
ば
そ
う
じ
ゃ
、
す
で
に
大
坂
に
お
い
て
、

家
内
重
宝
記
が
出
来
は
じ
め
し
よ
り
此
か
た
、
其
類
棟
に
充
ち
牛
に
汗

す
る
ほ
ど
あ
り
。
し
か
れ
ど
も
、
こ
の
頃
は
、
は
や
重
宝
記
も
末
に
な

り
萬
宝
に
う
つ
る
。

『

元
禄
大
平
記』

の
な
か
で
大
坂
の
本
屋
は
重
宝
記
が
売
れ

｢

其
類
棟
に

充
ち
牛
に
汗
す
る
ほ
ど｣

類
板
が
出
た
も
の
の
、
や
が
て
そ
の
売
れ
筋
が
重

宝
記
か
ら
、
万
宝
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
、
重
宝
記
や
万
宝
は
こ
の
よ
う
な

形
で
紹
介
さ
れ
る
。
こ
こ
で
出
て
来
る
重
宝
記
・
万
宝
と
も
に
、
実
用
書
と

し
て
の
位
置
に
あ
る
書
物
で
あ
る
。
重
宝
記
を

｢

実
用
書｣

と
言
っ
て
い
る

の
は
他
に
市
古
夏
生

｢

江
戸
筆
禍
事
情｣

(�)

な
ど
が
あ
り
、
長
友
千
代
治

｢

重

宝
記
年
表
稿｣

の
英
文
題
が

｢�������������������｣

と
し
て
い

る
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
文
芸
書
で
は
な
く
日
常

生
活
に
お
け
る
実
用
書
、
つ
ま
り
日
用
類
書
で
あ
る
と
し
て
問
題
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
の
刊
行
に
お
い
て
重
宝
記
の
最
も
古
い
物
は

『

元
禄
大
平
記』

に
よ
れ
ば

『

家
内
重
宝
記』

(

元
禄
二
年
刊)

で
あ
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

長
友
氏
の

｢

重
宝
記
年
表
稿｣

に
よ
れ
ば

『

家
内
重
宝
記』

よ
り
も
前
に
天

正
三

(

一
五
七
五)

年

『

聞
香
重
宝
記』

、
寛
永
元

(

一
六
二
四)

年

『

但

馬
神
社
重
宝
記』

、
天
和
元

(

一
六
八
一)

年

『

男
女
日
用
重
宝
記』

が
す

で
に
あ
る

(�)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
宝
記
と
銘
打
っ
た
書
物
は
現
代
に
お
い

て
も

『

台
所
重
宝
記』

な
ど
は
復
刻
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
い
ず
れ
に
し
て
も

相
当
の
年
代
を
超
え
て
現
代
に
至
る
ま
で
出
版
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ

に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
だ
け
人
々
は
そ
こ
に
載
っ
て
い
る
知
識
・
情
報
を
取

り
入
れ
る
手
段
と
し
て
信
頼
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
重
宝
記
は
、

大
ロ
ン
グ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
日
用
類
書
の
中

で
、
ど
の
よ
う
な
書
物
が
重
宝
記
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
か
、
内
容
は
様
々
で

あ
る
も
の
が

｢

重
宝
記｣

た
り
え
た
共
通
点
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
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重
宝
記
の
目
指
し
た
姿
勢
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
以
下
に
挙
げ
る

『
小
児
療
治
調
法
記』

の
序
文
の
紹
介
説
明

(�)

と
、『

陰
陽
師
調
法
記』

(

森
岡

貞
久
作
、
書
林
米
川
、
京
森
岡
貞
久
板
、
元
禄
十
四

(

一
六
七
一)

年
刊)

の
序
文
と
を
参
照
す
る
。

『

小
児
療
治
調
法
記』

は
、
洛
東
養
拙
斎
退
春
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

一
日
、
書
林
川
勝
氏

(

元
禄

〈

一
六
八
八
―
一
七
〇
三〉

か
ら
宝
暦

〈

一
七
五
一
―
一
七
六
三〉

ご
ろ
、
京
都
三
条
通
高
倉
西
入
で
営
業
し

た
英
松
軒
桝
屋
五
郎
右
衛
門
が
那
須
玄
竹
先
生

(

奈
須
と
も
書
き
、
名

は
恒
章
と
も
恒
昌
と
も
各
。
曲
直
瀬
正
慶
門
。
伝
書
不
明
な
が
ら

『

薬

方
彙
纂』

の
著
が
あ
る
。
民
部
卿
と
な
り
久
昌
院
と
称
す)

の

『

医
方

聚
要』

(

万
治
二
年
序
。
貞
享
二
年
版
、
宝
永
三
年
版
が
あ
る)

を
持

参
、
小
児
門
を
和
字
に
し
て

(

漢
文
を
平
仮
名
ま
じ
り
の
読
み
下
し
文

に
す
る
こ
と)

、
世
間
の
便
利
に
備
え
よ
と
の
要
請
を
受
け
入
れ
て
、

『

小
児
療
治
調
法
記』

と
題
し
た
と
い
う
。
全
部
和
語
で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
軽
易
、
取
る
に
足
り
な
い
も
の
と
す
る
な
、
そ
の
義
は
す
べ
て

那
須
先
生
の
意
、
那
須
先
生
の
意
は
す
べ
て
文
献
に
も
と
づ
く
故
人
の

意
と
い
う
。(

当
時
は
、
漢
字
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
が
専
門
学
術
書
、

漢
字
仮
名
ま
じ
り
文
は
啓
蒙
大
衆
書)

た
だ
し
、
痘
麻

(

も
が
さ
、
は

し
か)

の
二
門
の
み
は
、
自
分
が
方
論
の
下
に
、
そ
の
本
拠
を
記
し
た
、

と
書
い
て
い
る
。

こ
こ
に
重
宝
記
の
本
質
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
重
宝
記
は
専
門
書
を
正
確

に
わ
か
り
や
す
く
解
し
た
本
な
の
で
あ
る
。(

注

(��)
、
三
二
四
頁)

・
陰
陽
師
調
法
記
序

旋
風
に
は
一
期
に
一
度
あ
は
ず
と
も
、
正
し
き
陰
陽
師
に
は
折
ゝ
あ

ひ
て
諸
事
の
是
非
を
き
く
べ
し
。
近
来
、
呪
詛
調
法
記
と
号
し
て
世
に

流
行
せ
り
彼
書
に
、
漏
落
た
る
を
取
集
め
、
今
一
冊
と
し
て
梓
に
鏤
め

題
号
を
陰
陽
師
調
法
記
と
云
。
此
書
を
不
断
に
携
へ
見
給
は
ば
、
陰
陽

師
に
あ
は
ず
し
て
身
上
乃
禍
福
諸
事
の
吉
凶
お
も
ひ
の
ま
ま
に
知
る
事

毛
頭
虚
偽
な
し
を
云
尓

こ
の
二
つ
の
重
宝
記
の
序
か
ら
、
あ
る
一
つ
の
専
門
的
分
野
に
関
す
る
知

識
を
簡
易
に
庶
民
に
説
い
た
書
物
が

『

重
宝
記』

で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

『

陰
陽
師
調
法
記』

に
し
て
も
、
日
々
の
日
常
生
活
の
中
に
お
い
て

｢

陰
陽

師
い
ら
ず｣

(『

陰
陽
師
調
法
記』

序
文
よ
り)

の
本
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
重
宝
記
の
姿
勢
は
中
国
日
用
類
書
の
医
学
門
と
呼

ば
れ
る
書
物
と
同
じ
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が

｢

日
用
類
書
医
学
門
は
、
正
統
的

な
医
薬
書
が
学
習
す
る
た
め
の
書
物
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
座
右
に
備
え
て

お
い
て
、
急
場
に
活
用
す
る
辞
典
な
の
で
あ
る
。

(�)｣

と
の
記
述
か
ら
伺
わ
れ

る
。
専
門
的
知
識
を
庶
民
に
簡
便
な
知
識
に
し
て
伝
え
る
と
い
う
姿
勢
が
み

え
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
で
突
発
的
事
故
に
対
し
て
個
人
の
裁
量
で

な
ん
と
か
し
よ
う
と
い
う
、
近
世
人
の
個
人
意
識
が
世
間
的
に
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
の
象
徴
で
あ
ろ
う
か
。
日
用
類
書
に
は
雑
多
な
知
識
を
他
分
野
に
亘
っ

て
掲
載
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
中
で
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
一
分
野
の
情
報

を
主
題
と
し
て
詳
細
に
掲
載
し
た
も
の
が
多
い
の
も
、
一
つ
の
特
徴
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
な
お
、
一
概
に
は
い
え
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
主
題
別
の
重

宝
記
は
中
本
形
式
を
取
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
病

気
本
復
を
目
指
し
た
医
療
関
係
と
思
わ
れ
る
重
宝
記
の
七
種
の
体
裁
を
確
認

し
た
が
、
こ
れ
ら
は
七
冊
全
て
中
本
で
あ
っ
た
。
病
気
・
事
故
な
ど
の
即
時
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性
を
求
め
ら
れ
る
医
療
を
主
題
に
お
い
て
い
る
重
宝
記
は
、
持
ち
歩
き
で
き

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
重
宝
記
の｢

詳
細
な
情
報｣

は
近
世
人
に
ま
さ
し
く

｢

重
宝｣

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
挙
げ

て
お
く
が
、
柳
沢
藩
主
、
柳
沢
信
鴻

(

米
翁)

著
、『

宴
遊
日
記』

の
中
に

お
い
て
信
鴻
が
天
候
に
関
し
て
か
な
り
細
か
い
記
録
を
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
花
咲
一
男

『
柳
沢
信
鴻
日
記
覚
え
書』

(

三
樹
書
房
、
一
九
九
一
年
一

月)

に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

外
出
の
頻
度
の
多
い
米
翁
は
春
・
秋
の
変
わ
り
易
い
天
候
に
対
処
す

る
た
め
に
通
俗
気
象
観
測
術
は
一
応
マ
ス
タ
ー
し
て
い
た
ら
し
い
。
風

向
き
や
降
雨
を
判
断
し
て
、
そ
の
日
の
行
程
を
中
止
し
た
り
、
あ
る
い

は
強
行
し
た
り
す
る
の
は
、
女
性
を
ま
じ
え
た
数
人
か
ら
十
数
人
の
一

行
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
米
翁
の
責
任
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
正
徳
の

『

見
要
記』

寛
延
の

『

舟
乗
調
方
記』

安
永
の

『
風
雨
天
眼
通』

な
ど

に
も
目
を
通
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
三
冊
の
本
は
い
づ
れ
も
日
用
類
書
と
呼
べ
る
書
物
で

あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
日
用
の
知
識
や
情
報
を
伝
え
る
と
い
う
点
で
は

『
開

化
重
宝
記』

(

明
治
十
三
年
刊
、
稲
葉
永
孝
著
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵)

も
、
そ
の
意
図
が
最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

開
化
重
宝
記
目
録

一
、
諸
願
届
文
例
〃
三
十
四
例
〃
〃
二
、
附
養
子
女
貰
受
一
札
〃
〃
三
、

徴
兵
関
願
差
出
順
序
〃
〃
四
、
徴
兵
免
疫
猶
豫
願
届
一
式
〃
十
八
例
〃
〃

五
、
警
視
署
へ
可
申
出
件
〃
〃
六
、
内
国
郵
便
税
表
〃
〃
七
、
同
為
替

税
表
〃
〃
八
、
出
訴
期
限
規
則
〃
〃
九
、
勧�

裁
判
の
規
則
畧
〃
〃
十
、

印
紙
貼
用
の
心
得
〃
〃
十
一
、
諸
証
書
文
例
〃
十
二
例
〃
〃
十
二
、
附

り
地
所
規
則
の
畧
〃
〃
十
三
、
附
り
建
物
売
買
書
入
規
則
〃
〃
十
四
、

附
り
受
証
人
規
則
の
畧
〃
〃
十
五
、
東
京
よ
り
各
地
電
信
賃
銭
表
〃
〃

十
六
、
同
新
潟
間
電
信
賃
銭
表
〃
〃
十
七
、
鉄
道
列
車
賃
銭
表
〃
〃
十

八
、
同
発
着
時
刻
表
〃
〃
十
九
、
同
新
橋
品
川
間
賃
銭
表
〃
〃
二
十
、

中
山
道
郵
便
馬
車
賃
銭
表
〃
〃
廿
一
、
同
紙
幣
逓
送
料
〃
〃
廿
二
、
東

京
ヨ
リ
宇
都
宮
間
乗
合
馬
車
賃
銭
表
〃
〃
廿
三
、
同
荷
物
運
送
料
〃
〃

廿
四
、
三
菱�
舩
各
港
乗
客
賃
銭
〃
〃
廿
五
、
通
運
会
社
金
子
逓
送
料
〃
〃

廿
六
、
同
物
価
〃
〃
廿
七
、
同
配
達
料
〃
〃
附
録
〃
二
十
八
、
違
式
註

違
条
例
〃
〃
二
十
九
、
改
正
日
本
全
図
〃
〃
三
十
、
府
県
管
轄
表

こ
こ
で
は
徴
兵
、
鉄
道
、
郵
便
、
為
替
、
電
信
、
府
県
管
轄
な
ど
と
い
う

新
し
く
明
治
時
代
に
登
場
し
た
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

『

開
化
重

宝
記』

に
書
か
れ
た
内
容
を
辿
る
こ
と
で
、
文
明
開
化
と
い
わ
れ
た
当
時
、

ど
の
よ
う
な
情
報
を
人
々
が
生
活
の
中
で
真
に
求
め
て
い
た
の
か
、
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
当
時
の
社
会
や
風
俗
を
伝
え
た
日
用
類
書
の
重
要
性
を
説
い

た
も
の
に
、
坂
出
祥
伸

『

五
車
拔
錦』

｢

解
説｣

の
な
か
に
王
重
民

『

美
国

国
会
図
書
館
中
国
善
本
書
録』

が
載
せ
て
あ
り
、
そ
こ
に
は

｢

こ
の
書
に
載

せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
近
八
百
年
に
於
い
て
、
民
生
日
用
、
文
学
哲
学
、
禮

俗
遊
芸
か
ら
医
卜
星
霜
な
ど
の
事
に
及
ぶ
ま
で
、
お
よ
そ
世
道
人
心
に
か
か

わ
る
こ
と
は
、
み
な
載
せ
て
い
る
。
社
会
学
史
を
論
ず
る
も
の
で
、
真
に
下

級
社
会
の
人
生
を
知
ら
ん
と
す
る
な
ら
、
こ
の
書
は
ど
う
し
て
も
読
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い｣
と
あ
る
。
長
友
氏
も
重
宝
記
に
つ
い
て

｢

新
商
工
業
都
市

大
阪
町
人
の
生
活
技
術
、
生
き
方
に
つ
い
て
書
い
た
本
が
重
宝
記
の
類
で
あ
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る
(�)｣

と
説
明
し
、
そ
の
内
容
が

｢

総
合
的
に
編
集
し
た
も
の｣

と

｢

主
題
別

に
編
集
し
た
も
の｣

の
二
種
類
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

｢

家
内
万
般
の
総
合
的
な
事
典｣

で
あ
り
、
知
識
・
情
報
を
細
か
く
わ
か
り

や
す
く
、
す
べ
て
の
人
に
紹
介
す
る
の
が
重
宝
記
の
役
目
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
二
章
に
て
前
出
し
た
中
国
日
用
類
書
の
定
義
と
さ
れ
て
い
た

｢

総
括
的
事
文
の
類
書｣

(�)
で
あ
る
こ
と
と
、
重
宝
記
・
万
宝
の
性
格
が
合
致

す
る
も
の
で
あ
る
。
部
分
的
に
前
出
し
て
い
る
が
、
中
国
日
用
類
書
の
特
徴

を
明
確
に
述
べ
て
い
る
文
章
を
こ
こ
に
引
用
し
て
お
く
。

こ
れ
ら
の
書
籍
に
は
、
前
出
の
表
題
の
上
に
し
ば
し
ば｢

士
民
萬
用｣

｢

四
民
利
用
便
観｣

｢

四
民
凄
用｣
等
の
文
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
書
籍
が
広
く
各
階
層
の
士
民

(

四
民)

の
日

常
生
活
に
必
要
な
実
用
的
知
識
を
記
載
し
て
い
て
、
し
か
も
、
そ
の
知

識
を
敏
捷
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

さ
ら
に
注
意
し
た
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
実
用
的
知
識
が
い
く
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
…

(

中
略)
…

こ
の

よ
う
に
知
識
を
門
類
に
分
類
し
て
い
る
の
は
、
伝
統
的
な

｢
類
書｣

の

形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。

(�)

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る
と
重
宝
記
は
六
十
一
種
を
確
認

(

再
板
や
改
板

の
問
題
は
無
視
し
た
数
字
で
あ
る)

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
日
用
類
書
、
特

に
重
宝
記
と
し
て
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、

日
用
的
な
知
識
を
総
合
的
に
ま
と
め
た
類
書
的
な
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
主

題
別
に
編
集
さ
れ
出
板
さ
れ
た
本
も
あ
っ
た
こ
と
。
次
に
、
主
に
一
巻
一
冊

で
あ
る
時
は
中
本
形
式
の
も
の
が
多
い
こ
と
。
ま
た
、
読
者
を
限
定
し
せ
ず
、

万
人
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
趣
旨
を
も
っ
た
序
文
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

重
宝
記
は
内
容
を
主
題
別
に
し
て
範
囲
を
広
げ
ず
に
限
定
し
、
形
式
を
縮

小
す
る
こ
と
で
、
日
用
的
な
知
識
情
報
を
特
定
化
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
情

報
を
利
用
者
が
簡
便
に
引
き
出
せ
る
こ
と
、
極
端
な
例
で
は
携
帯
可
能
で
あ

る
こ
と
を
目
指
し
た
日
用
類
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四

和
製
日
用
類
書
―
万
宝
―

こ
れ
ま
で
重
宝
記
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
が
、
前
出
し
た
都
の
錦
作

『

元
禄
大
平
記』

に
お
い
て
、
重
宝
記
に
と
っ
て
か
わ
る
よ
う
な
存
在
で
世

の
中
に
登
場
し
た
よ
う
に
見
え
る
万
宝
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

江
戸
時
代
の
出
板
物
の
中
で

｢

萬
宝
〜｣

と
い
う
書
名
を
持
つ
本
は
少
な

く
な
い
。
し
か
し
、｢

万
宝｣

と
い
う
言
葉
は
、
江
戸
以
前
の
節
用
集
に
は

現
れ
な
い
。
こ
の

｢

万
宝｣

の
普
及
は
明
代
の

『

万
宝
全
書』

の
書
名
の
中

の
万
宝
と
い
う
中
国
日
用
類
書
の
言
葉
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
国
に
お
い
て
、
清
代
に
な
っ
て
も
日
用
類
書
の
類
は

｢

万
宝｣

の
書
名
を

引
き
継
ぎ
、『

増
補
万
宝
全
書』

な
ど
四
種
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
に
お

い
て
万
宝
と
つ
く
書
名
を
も
つ
書
物
が
い
わ
ゆ
る
日
用
類
書
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
、
現
存
す
る
多
く
の
万
宝
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
で
は
、

重
宝
記
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探

る
た
め
に
貝
原
篤
信

(

益
軒)

『

萬
寶
鄙
事
記』

(�)

の
目
録
を
引
用
す
る
。

第
一
衣
服
門
〃
第
二
営
作
門
〃
第
三
器
財
門
〃
第
四
硯
墨
筆
紙
門
〃

第
五
文
字
門
〃
第
六
刀
脇
指
〃
第
七
収
種
法
〃
第
八
花
〃
第
九
香
〃
第
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十
火
〃
第
十
一
紙
細
工
〃
第
十
二
染
物
〃
第
十
三
去
蟲
鼠
〃
第
十
四
雑

門
〃
第
十
五
占
天
気
〃
第
十
六
月
令
〃
第
十
七
養
気
〃
第
十
八
食
禁
〃

第
十
九
用
薬
〃
第
二
十
灸
治

目
録
に
目
を
通
し
て
み
る
と
万
宝
は
、
一
冊
の
中
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生

活
の
知
識
を
詰
め
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
分
類
名

称
に
第
五
ま
で
で
あ
る
が

｢

門｣

を
使
っ
て
い
る
の
が
み
え
る
。
こ
れ
は
中

国
の
類
書
の
分
類
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の『

万
宝
鄙
事
記』

の
目
録
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
但
書
が
つ
い
て
お
り
、
特
に
巻
之
一
目
録
内
の｢

第
二

営
作
門｣

の
も
の
は
こ
の

『

万
宝
鄙
事
記』
の
主
旨
と
も
お
も
え
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

第
二

営
作
門

此
門
の
内
に
は
家
の
つ
く
り
や
う
を
は
じ
め
、
や
ね
板
の
朽
ざ
る
仕

や
う
、
わ
ら
ぶ
き
、
か
や
ぶ
き
の
こ
し
ら
へ
や
う
、
土
蔵
の
作
り
や
う
、

ぬ
り
べ
い
、
し
つ
く
ゐ
、
さ
び
つ
ち
、
か
べ
の
う
は
ぬ
り
、
小
池
泉
水

の
つ
く
り
や
う
、
蓮
池
の
仕
様
、
茶
園
の
う
へ
や
う
、
一
切
の
普
請
、

作
事
に
か
ら
は
り
た
る
事
、
残
ら
ず
是
を
し
る
す
。

此
書
、
一
部
八
冊
二
十
門
に
注
す
所
、
和
漢
の
書
を
引
証
と
し
、
又

古
語
あ
る
ひ
は
、
俗
説
を
も
ま
じ
へ
て
、
辺
鄙
の
人
々
の
見
や
す
く
心

得
や
す
か
ら
し
め
ん
た
め
な
り
と
。

こ
の
万
宝
も
ま
た
、
中
国
の
日
用
類
書
に
お
け
る

｢

日
用
類
書
は
、｢

四

民｣

の
日
常
生
活
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
べ
く
編
纂
さ
れ
て
い
る

(�)｣
と
同

じ
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
先
ほ
ど
、
重
宝
記
そ
の
も
の
の
特
徴
と

し
て
日
用
的
な
知
識
を
総
合
的
に
ま
と
め
た
類
書
的
な
も
の
が
あ
る
一
方
で
、

主
題
別
に
編
集
さ
れ
出
板
さ
れ
た
本
も
あ
っ
た
、
と
い
う
点
を
取
り
あ
げ
た
。

主
題
別
に
ま
と
め
ら
れ
た
本
も
多
か
っ
た
重
宝
記
に
対
し
て
、
万
宝
は
一
冊

の
中
に
あ
ら
ゆ
る
生
活
知
識
を
詰
め
込
も
う
と
し
た
、
生
活
大
事
典
的
な
役

割
を
持
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
一
冊
の

中
に
は
読
者
の
要
求
に
答
え
る
為
に
厳
選
さ
れ
た
知
識
し
か
記
載
さ
れ
て
い

な
い
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
知
識
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
書

物
と
し
て
の
磨
耗
も
激
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。『

海
内
無
双

万
宝
大
雑
書』

(

鈴
木
万
次
郎
編
、
岡
村
盛
花
堂
、
明
治
三
十
四
年
十
一
月

刊
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
藏)

は
、
時
代
を
下
っ
て
い
る
が
故
に
前
時
代

の
万
宝
の
反
省
を
基
に
作
ら
れ
た
万
宝
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

『

海

内
無
双
万
宝
大
雑
書』

は
和
綴
じ
の
書
物
で
あ
る
が
、
全
て
の
丁
が
紙
を
二

重
に
し
て
袋
綴
じ
し
て
あ
り
、
そ
の
袋
の
内
側
を
覗
く
と
、
紙
背
に
活
版
の

印
刷
が
あ
り
、
こ
の
万
宝
は
裏
紙
で
作
ら
れ
て
い
た
の
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

紙
を
二
枚
重
ね
て
製
作
し
て
い
る
の
で
、
丁
自
体
は
分
厚
く
、
か
な
り
頑
丈

な
書
物
に
仕
上
が
っ
て
い
て
、
粗
雑
な
扱
い
に
も
耐
え
う
る
も
の
で
あ
あ
る
。

お
そ
ら
く
何
度
で
も
頁
を
め
く
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
、
本
を
作
る
側
の
意

図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
紙
を
二
重
に
し
て
袋
綴
じ
し
て
あ
る

場
合
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
の
で
、
こ
の

『

海
内
無
双
万
宝
大
雑
書』

は

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
他
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も

の
も
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

万
宝
は
重
宝
記
と
は
版
式
か
ら
も
そ
の
差
異
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
重
宝
記
の
大
き
さ
が
小
本
か
ら
中
本
サ
イ
ズ

(

ま

た
は
大
判
の
一
枚
摺
り)

の
携
帯
可
能
な
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
万
宝
や
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特
に
大
雑
書
な
ど
は
大
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
日
用
類
書
で
も
、
そ

の
名
称
を
違
え
て
売
り
出
す
た
め
に
、
重
宝
記
は
携
帯
用
に
、
万
宝
や
大
雑

書
は
百
科
事
典
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
特
長
を
持
た
せ
て
売
り
出
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。『

元
禄
大
平
記』

の
な
か
で
、
重
宝
記
は
万
宝
に
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
の
座
を
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
が
、
重
宝
記
と
万
宝
の
差
異
は
、
含

有
し
て
い
る
知
識
・
情
報
の
量
と
質
の
違
い
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

五

ま
と
め

雑
俳
に

｢

し
だ
さ
れ
た
さ
て
も
こ
ま
か
な
調
法
記｣

(�)
と
い
う
句
が
見
ら
れ

る
。
重
宝
記
の
内
容
が
当
時
の
人
々
の
欲
し
い
情
報
に
対
し
て
丁
寧
に
記
述

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
内
容
と
し
て
は
ど
ち
ら
も
日
用
的

な
知
識
を
扱
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
宝
記
と
万
宝
に
は
書
名
だ
け

で
は
な
い
差
異
が
見
ら
れ
た
。
重
宝
記
は
、
中
国
日
用
類
書
に
見
ら
れ
た
特

徴

(

①
四
民
萬
用
を
目
指
す
点
、
②
生
活
技
術
、
生
き
方
な
ど
の
実
用
的
知

識
を
掲
載
す
る
点
、
③
知
識
情
報
が
分
類
さ
れ
て
い
る
点
、
④
総
括
的
で
あ

る
点)

を
備
え
て
出
版
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
重
宝
記
を
和
製
日

用
類
書
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
万
宝
は
そ
の
書
名
自

身
や

｢

〜
門｣

と
い
っ
た
分
類
法
が
中
国
日
用
類
書
の
一
つ
か
ら
受
け
継
い

だ
流
れ
が
み
ら
れ
た
。
ま
だ
問
題
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
重
宝
記
や
万
宝
と

い
っ
た
実
用
書
が
中
国
日
用
類
書
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
た
い
。

【

注】

(

１)

本
稿
は
二
〇
〇
三
年
に
共
立
女
子
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論

文
の
一
部
を
新
た
に
書
き
直
し
、
二
〇
〇
四
年
七
月
に
行
わ
れ
た
千
葉

大
学
日
本
文
化
学
会
で
発
表
し
た
原
稿
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。

(

２)
『

成
城
国
文
学
論
集』

第
十
輯
、
第
十
一
輯
一
九
七
八
、
九
年
、
成

城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
編

(

３)
『

近
世
中
国
教
育
史
研
究』

林
友
春
編
、
国
土
社
、
一
九
五
八
年

(

４)

小
川
陽
一

『

日
用
類
書
に
よ
る
明
清
小
説
の
研
究』

、
研
文
出
版
、

一
九
九
五
年

(

５)
｢

解
説
―
明
代
日
用
類
書
に
つ
い
て｣

『

中
国
日
用
類
書
集
成』

第
一

巻

『

五
車
拔
錦』

、
酒
井
忠
夫
監
修
、
一
九
九
九
年
、
汲
古
書
院

(

６)
｢

通
俗
類
書

『

國
色
天
香』｣

、『

日
本
東
京
大
連
図
書
館
所
見
中
国
小

説
書
目
提
要』

巻
六
、
孫
楷
第
、
一
九
三
一
年
、
国
立
北
平
図
書
館
、

国
会
図
書
館
蔵

(

７)
｢

通
俗
類
書

『

萬
錦
情
林』｣

、(

以
下
、(

５)

に
同
じ)

(

８)

孫
楷
第
は
特
に
中
国
小
説
の
種
本
と
な
っ
た
類
書
を

｢

通
俗
類
書｣

と
命
名
し
て
お
り
、
上
記
の
も
の
は
通
俗
類
書
の
説
明
か
ら
の
引
用
で

あ
る
が
、
同
じ
類
書
の
説
明
で
あ
る
と
し
便
宜
上
こ
こ
に
載
せ
て
お
く
。

(

９)
｢｢

怪
奇
鳥
獣
図
巻｣

と
中
国
日
用
類
書｣

、
尾
崎
勤
、
二
〇
〇
四
年

六
月
、『

汲
古』

四
五
号
、
汲
古
書
院
・
古
典
研
究
会

(�)
｢

解
題

五
車
拔
錦｣

『

中
国
日
用
類
書
集
成』

第
一
巻

((

４)

に

同
じ)

(�)
坂
出
祥
伸

｢

明
代

｢

日
用
類
書｣

醫
學
門
に
つ
い
て｣

、『

本
邦
公
藏

明
代
日
用
類
書
目
録
初
稿』

、
一
九
九
九
年
、
大
阪
大
學
文
學
部

(�)
二
〇
〇
四
年
十
二
月
、
汲
古
書
院

(�)
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
横
山
俊
夫

｢

大
雑
書
考
―
多
神
世
界

―��―

�������



の
媒
介
―｣

『

人
文
学
報』

第
八
十
六
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
に
お

い
て
大
雑
書
の
性
格
が
委
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(�)
『

書
物
展
望』

第
十
七
巻
第
十
号

(�)
『

書
物
展
望』

第
十
七
巻
第
十
一
号

(�)
『

浮
世
絵』
第
十
六
号
、
大
正
五
年
九
月
発
刊
、
と
あ
る
が
未
見
。

稿
者
は

『

書
物
三
見』

(

昭
和
十
四
年
、
書
物
展
望
社)

に
所
収
の
も

の
で
確
認
。

(�)
『

芸
能
文
化
史』
第
十
四
号

(�)
『

東
京
成
徳
短
期
大
学

紀
要』

第
三
十
六
号
、
東
京
成
徳
短
期
大

学
発
行

(�)
『

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要』

第
二
巻

(�)
ぺ
り
か
ん
社
。
引
用
は

｢

解
説｣
三
一
六
頁
よ
り

(�)
長
友
千
代
治

『

江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書』
、
東
京
堂
、
二
〇
〇
二

年
六
月
。

(�)
｢

重
宝
記
年
表
稿
一
・
二｣

、
長
友
千
代
治
、
二
〇
〇
三
年
・
二
〇
〇

四
年
、『

文
学
部
論
集』

八
十
七
巻
・
八
十
八
巻
、
佛
教
大
学

(�)
『

重
宝
記
資
料
集
成』

第
一
巻
、
長
友
千
代
治
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、

臨
川
書
店
。

(�)
『

国
文
学

解
釈
と
鑑
賞』

第
四
七
巻
九
号
臨
時
号
、
市
古
夏
生
、

平
成
十
四
年
七
月
、
学
燈
社

(�)
｢

重
宝
記
年
表
稿｣

の
書
誌
情
報
に
よ
れ
ば
、
前
者
二
作
は
写
本
、

『

男
女
日
用
重
宝
記』

が
刊
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(�)
(

５)

と
同

(�)
(

５)

と
同

(�)
『

益
軒
全
集
巻
之
一』

全
八
巻
、
貝
原
篤
信

(

益
軒)

著
、
板
元
、

刊
行
年
未
詳
。

(�)
『

軽
口
頓
作』

雲
鼓
編
、
宝
永
六
年
刊

(

お
の

さ
や
か
・
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
在
学)
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